
表紙の写真から表紙の写真から
　
10
月
14
日
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
の
体
育

館
で
和
太
鼓
体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
せ
ん
ぼ
く
校
祭
の
開
催
に
あ
わ
せ

て
同
窓
会
「
せ
ん
ぼ
く
桜
ス
ク
ー
ル
」
と
、
中
央
公

民
館
が
共
催
し
た
も
の
で
、
当
日
は
せ
ん
ぼ
く
校
の

卒
業
生
や
在
校
生
、
保
護
者
の
方
な
ど
、
約
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
せ
ん
ぼ
く
校
の
卒
業
生
が
、
同
校
で

行
っ
て
い
る
「
せ
ん
ぼ
く
太
鼓
」
の
演
奏
を
披
露
し

た
あ
と
、
在
校
生
や
保
護
者
も
交
え
て
、
豪
快
で
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
和
太
鼓
演
奏
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
太
鼓
の
音
に
誘
わ
れ
た
外
国
人
観
光
客
も
飛
び
入

り
参
加
し
、
和
太
鼓
を
通
じ
て
国
際
的
な
交
流
も
広

が
り
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
誰
で
も
参
加
し
、
体
験
で
き
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
、
誰
で
も
楽
し
め
る
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
や
防
災
体
験
教
室
な
ど
を
行

い
、
障
が
い
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
お
互
い
に
交
流

で
き
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
次
の
機

会
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

和太鼓和太鼓体験教室体験教室
障がいの有無に関わらず交流

秋田市・常陸太田市・仙北市 三市連携交流締結から 16 年
　平成 19 年 8 月、秋田市・常陸太田市・仙北市は、三市連携交流提携に調印しました。協定分野を観光・
経済、文化、青少年、スポーツ、災害と定め、これまでさまざまな形で交流を重ねています。そのあ
らましを市民の皆さまにご紹介します。

【提携の経緯】
　常陸の国を治めていた佐竹氏の国替が
機縁。歴史的なつながりを背景に、常陸
太田市と秋田市、旧金砂郷町（現常陸太
田市）と旧角館町（現仙北市）がそれぞ
れ交流を行ってきました。その後、三市
が市町村合併を経て新市となったことを
契機に、幅広い分野で交流を行い、市民
の友好関係と市勢のさらなる発展のため

「三市連携交流」を行うこととなりました。

【交流の経過】
　三市連携交流提携が結ばれてから今年
で 16 年になりました。これまで 5 年の
節目ごとに各市を会場に記念式典を開催
し、三市の連携協力関係を再確認するこ
とにより、結びつきをより強固なものに
しています。特に、仙北市の ｢角館の桜
まつり｣ と常陸太田市の ｢常陸秋そばフェ
ステイバル｣ では、互いに物産販売や観
光 PR を行っています。また、角館のお祭
りには常陸太田市から市民交流団が訪れ
るなど、市民レベルでの交流も行われて
います。

【秋田市】
　秋田県のほぼ中央部に位置し、東には霊峰太平山を擁する出
羽山地、西には夕日の美しい日本海が広がる、緑豊かな公園都
市です。

▶人口 300,257 人（R5.4.1 現在）
▶面積 906.07㎢
▶代表的な行事 秋田竿燈まつり
　竿燈まつりは、東北三大まつりの一つで、毎年８
月３日から６日までの４日間、秋田市で開催されま
す。８月のおまつり本番では、280 本もの竿燈が大
通りを埋め尽くし、竿燈の提灯にろうそくの灯が一
斉にともると、まるで天の川が地上に舞い降りたか
のような幻想的な美しさとなります。

【常陸太田市】
　茨城県の北に位置し、南北に 40㎞、東西に 15㎞と県内で
最大の面積があり、市の南から北でぶどう・なし、水稲、常
陸秋そばなど様々な農業が展開されています。

▶人口 46,125 人（R5.4.1 現在）
▶面積 371.99㎢
▶代表的な行事 太田まつり
　８月中旬、鯨ヶ丘商店街で行われる常
陸太田市の真夏の風物詩です。天神ばや
しをはじめ神輿や子どもみこし、パレー
ドなどさまざまなイベントで盛り上がり
ます。

各市の紹介

↑秋田竿燈まつり

↑太田まつり

　
9
月
24
日
、
市
民
会
館
を
開
場
に
第
36
回

生
保
内
節
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
の

部
に
93
人
、
年
少
者
の
部
（
中
学
生
以
下
）

に
13
人
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
で
鍛
え
ら

れ
た
歌
声
と
節
回
し
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
の
部
で
は
、
予
選
を
通
過
し
た
10
人

に
よ
る
決
勝
が
行
わ
れ
、
鹿
角
市
か
ら
出
場

し
た
成
田
義
道
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、

年
少
者
の
部
で
は
、
秋
田
市
か
ら
出
場
し
た

山
田
千
尋
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
一
般
の
部
】
▼
優
秀
賞
／
高
橋
さ
と
み
（
由

利
本
荘
市
）、
大
川
あ
け
み
（
秋
田
市
）、
山

上
衛
（
盛
岡
市
）、
加
賀
谷
修
治
（
大
仙
市
）

▼
敢
闘
賞
／
国
柄
ミ
ヨ
子
（
三
種
町
）、
永

沢
梅
子
（
秋
田
市
）、
髙
橋
邦
子
（
大
仙
市
）、

藤
井
彩
花
（
男
鹿
市
）、
小
松
博
美
（
大
仙
市
）

【
年
少
者
の
部
】
▼
優
秀
賞
／
石
川
空
青
（
秋

田
市
）、
長
谷
川
芽
咲
（
鹿
角
市
）、
佐
藤
茉

侑
（
北
秋
田
市
）

自
慢
の
歌
声
と
節
回
し
を
競
う

第
36
回
生
保
内
節全国

大
会一般の部最優秀賞の成田義道さん。

　
10
月
5
日
～
8
日
、
神
奈
川
県
川
崎
市

で
開
催
さ
れ
た
、
公
益
財
団
法
人 

日
本

民
謡
協
会
が
主
催
す
る
令
和
5
年
度
民
謡

民
舞
全
国
大
会
に
、
秋
田
県
代
表
と
し
て

秋
田
仙
北
会(

会
長
熊
谷
信
子)

が
出
場

し
ま
し
た
。

　
7
日
の
民
舞
紅
旗
戦
で
準
優
勝
、
8
日

の
内
閣
総
理
大
臣
杯
争
奪
戦
で
2
年
連
続

の
準
優
勝
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
踊
り
の
代
表
を
務
め
る
佐
藤
か
お
り
さ

ん
は
、「
と
て
も
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
し

た
。
優
勝
旗
を
秋
田
に
持
っ
て
帰
れ
る
よ

う
、
ま
た
挑
戦
し
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！
」
と
決
意
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

「
秋
田
お
ば
こ
節
」
で

2
年
連
続
全
国
準
優
勝準優勝受賞後、出演者で記念撮影。

　
9
月
24
日
、
仙
北
市
角
館
町
を
ス
タ
ー
ト
し
北
秋
田
市
鷹
巣
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
「
第
31
回

１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
前
を
4
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
す

る
１
０
０
キ
ロ
の
部
に
９
８
８
人
が
出
場
し
た
ほ
か
、
北
秋
田
市

阿
仁
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
前
を
10
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
す
る

50
キ
ロ
の
部
に
４
１
４
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
途
中
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
地
域
住
民
か
ら

お
に
ぎ
り
や
果
物
、
飲
み
物
な
ど
が
提
供
さ
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

は
栄
養
を
補
給
。
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受
け
て
ゴ
ー
ル
の
北
秋
田

市
交
流
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
角
館
小
学
校
の
児
童
が
イ
ラ
ス
ト

や
「
が
ん
ば
れ
」
と
書
い
て
作
っ
た
袋
に
入
れ
ら
れ
た
お
菓
子
が

出
場
す
る
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

第
31
回
１
０
０
キ
ロ

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
へ
渡
す
袋
を
作
る

角
館
小
学
校
の
児
童
。

夜明け前にスタートするランナー。

　
10
月
13
日
、
市
役
所
西
木
庁
舎

で
秋
田
大
学
と
仙
北
市
と
の
連
携

協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
、
国
立
大

学
法
人 

秋
田
大
学 

山
本
文
雄
学
長

と
田
口
市
長
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ

れ
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　
山
本
学
長
は
「
高
齢
化
が
進
む

な
か
、
多
種
多
様
な
疾
患
を
持
つ

患
者
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
医
師
育
成
を

進
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
連
携
協
定
締
結
を
契
機
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
最
大
限
に

活
か
し
な
が
ら
地
域
医
療
の
課
題

解
決
や
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
医
療
発
展
の
た
め
に

秋
田
大
学
と

連
携
協
定
締
結協定を締結する田口市長と山本学長（写真右）。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
民
公
開
講
座
を
開
催

　
10
月
1
日
、
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
を
記
念

し
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
の
上
映
と
、
ホ
ー
ム
ホ

ス
ピ
ス
秋
田
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
村
順
子

氏
に
よ
る
講
演
会
が
、
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

ク
リ
オ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
会
場
の
隣
り
で
は
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
も

同
時
に
開
催
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
皆
さ
ま
に
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
映
画
上
映
と
講
演
会
に
参
加
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

認
知
症
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
た
方
も
い
れ
ば
、

考
え
を
深
め
た
こ
と
に
よ
り
、
不
安
を
抱
い
た
方
も

い
ま
し
た
。
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談
や
お
問
い
合

わ
せ
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
み
た
い
、
何

か
活
動
し
て
み
た
い
！
と
い
う
方
は
お
気
軽
に
包
括

支
援
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ

い
。

　
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で

は
、
引
き
続

き
、
誰
も

が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い

く
こ
と
が
で

き
る
仙
北
市

を
目
指
し
ま

す
。

講師の中村順子氏による講演会の様子。

　
10
月
13
日
、
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

で
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

in
仙
北
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
カ

フ
ェ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
な
か
、
秋
田
大

学
の
講
師
が
、
カ
フ
ェ
の
マ
ス
タ
ー
と
し

て
市
民
の
皆
さ
ん
に
健
康
や
医
学
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
講
演
や
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
糖
尿
病
に
つ
い
て
詳

し
く
学
べ
た
。
日
常
的
な
運
動
や
食
事
な

ど
生
活
習
慣
を
意
識
し
た
い
」
と
、
感
想

を
話
し
ま
し
た
。

く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
で

メ
デ
ィ
カ
ル
・

サ
イ
エ
ン
ス
in
仙
北カフェのような雰囲気で行われた講演の様子。

　
10
月
6
日
、
角
館
図
書
館
後
援
会
主
催
の
第

61
回
文
化
講
演
会
が
角
館
高
等
学
校
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
小
説
家
の
朝
井
リ
ョ
ウ
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
て
の
講
演
で
は
、
角
館
高
校
の
生
徒
の

感
想
文
が
目
に
留
ま
り
、
講
演
会
の
開
催
が
決

定
し
た
こ
と
な
ど
、
開
催
に
至
っ
た
経
緯
な
ど

を
交
え
た
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
か
ら
事
前
に
募
集
し
た
「
上

手
に
文
章
を
書
く
方
法
」
や
「
小
説
家
に
な
る

た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
の
質
問
に
、

朝
井
さ
ん
は
「
毎
日
日
記
を
書
く
こ
と
」「
諦
め

ず
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ

と
が
大
切
」
と
、
答
え
て
い
ま
し
た
。

第
61
回
文
化
講
演
会

朝
井
リ
ョ
ウ
さ
ん
と話そ

う講演する朝井リョウさん。

　
9
月
3
日
、
あ
き
た
総
合
家
畜
市
場
で

「
第
99
回
秋
田
県
畜
産
共
進
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
か
ら
は
、
1
農
家
、
1
頭
が
出
陳

し
、
角
館
町
白
岩
の
相
馬
勲
さ
ん
の
「
こ

ま
く
さ
１
０
３
号
」
が
、
第
1
部
肉
用
牛

（
黒
毛
和
種
）
第
5
類
（
成
雌
牛
）
で
優

等
賞
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
肉
用
牛
の
部
で

最
高
位
賞
で
あ
る
「
秋
田
県
知
事
賞
」
お

よ
び
「
農
林
水
産
省
畜
産
局
長
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

秋
田
県
知
事
賞
を受

賞

第
99
回
秋
田
県
畜
産
共
進
会

優等賞を受賞した「こまくさ 103 号」。

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

　

8
月
8
日
、W

RO
 2023 

Japan 

秋
田
県
大
会
が
横
手
清
陵

学
院
高
等
学
校
で
開
催
さ
れ
、
西

明
寺
小
学
校
の
菊
田
大
雅
さ
ん
、

渡
部
優
人
さ
ん
、
佐
藤
駿
人
さ
ん

の
3
人
で
構
成
す
るkhy kurikko

チ
ー
ム
が
、RO

BO
 M

ISSIO
N

 

ミ
ド
ル
競
技
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

khy kurikko

チ
ー
ム
の
3
人
は
、

8
月
26
日
に
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ

ン
タ
ー
浜
松
町
会
館
で
開
催
さ
れ
た

W
RO

 2023 Japan 

決
勝
大
会
に

出
場
し
、
29
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
ミ

ド
ル
競
技
エ
レ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
で

11
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
9
月
28
日
に
は
市
役
所
西
木
庁
舎

を
訪
れ
、
須
田
教
育
長
へ
県
大
会
と
、

全
国
大
会
と
な
る
決
勝
大
会
出
場
を

報
告
し
ま
し
た
。

西明寺小学校 khy kurikkoWRO 2023 Japan 決勝大会
ミドル競技エレメンタリー部門に出場

　
9
月
12
日
、
高
円
宮
杯
第
75
回
全
日
本

中
学
校
英
語
弁
論
大
会
秋
田
県
大
会
（
読

売
新
聞
社
・
日
本
学
生
協
会
基
金
主
催
）

が
、秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
秋
田
市
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
曲
仙
北
地
区
の
代
表
と
し
て
、
暗
唱

の
部
に
出
場
し
た
小
原
理
子
さ
ん
（
神
代

中
学
校
・
2
年
）
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、

11
月
2
日
、
青
森
県
で
開
催
さ
れ
る
東
北

大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
9
月
28
日
に
市
役
所
西
木
庁
舎
を
訪
れ

た
小
原
さ
ん
は
、
須
田
教
育
長
へ
秋
田
県

大
会
の
結
果
と
、
東
北
大
会
へ
の
出
場
権

獲
得
を
報
告
し
ま
し
た
。

小
原
理
子
さ
ん
が

最
優
秀
賞

高
円
宮
杯
第
75
回
全
日
本
中
学
校

英
語
弁
論
大
会 

秋
田
県
大
会

　
9
月
24
日
、
第
55
回
全
日
本ECC

英
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
、
大
阪
市
のECC

本

社
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
本
市
（ECC

武
家
屋
敷

通
り
教
室
）か
ら
出
場
し
た
永
井
一
花
さ
ん（
横

手
高
校
・
2
年
）
が
、
弁
論
の
部
で
グ
ラ
ン
ド

プ
ラ
イ
ズ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
永
井
さ
ん
は
、「
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

楽
し
む
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
、
オ
ー
デ
ィ
エ

ン
ス
の
方
々
に
自
分
の
思
い
が
伝
わ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
自
分
だ
け
の
力

で
は
な
く
、
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
や
送
迎

な
ど
を
し
て
く
れ
た
両
親
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
永
井
さ
ん
に
は
、
賞
品
と
し
て
優
勝
カ
ッ
プ

や
賞
状
、
メ
ダ
ル
の
ほ
か
、
海
外
研
修
旅
行
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

永
井
一
花
さ
ん
が

グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
イ
ズ
受
賞

第
55
回
全
日
本ECC

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

　
10
月
16
日
、
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
で
「
秋

田
県
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
状
授
与
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
仙
北
市
か
ら
は
、
老
人
福
祉
功
績
者
と
し
て

天
寿
老
人
ク
ラ
ブ
の
伊
東
弘
榮
会
長
が
受
章
さ

れ
、
秋
田
県
知
事
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ
ブ
の

組
織
づ
く
り
、
育
成
指
導
に
お
い
て
、
特
に
功

績
の
あ
っ
た
個
人
を
称
え
る
も
の
で
、
伊
東
会

長
は
地
域
を
は
じ
め
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
全
体
の
活
性
化
や
会
員
増
強
活
動
等
に
熱
心

に
取
り
組
み
、
仙
北
市
の
老
人
福
祉
向
上
に
尽

力
さ
れ
た
と
し
て
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

秋
田
県
老
人
福
祉
功
績
者

知
事
表
彰
受
章

老
人
福
祉
活
動
に
尽
力

左から、渡部優人さん、佐藤駿人さん、須田教育長、菊田大雅さん。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
実
践
的
に
習
得

初
心
者
向
けスマ

ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

　
仙
北
市
で
は
、「
人

の
流
れ
と
新
た
な

時
代
を
つ
く
る
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘

致
促
進
事
業
」
を
実

施
し
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
市
内

の
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成

や
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
で

き
る
方
と
で
き
な
い

方
の
間
に
生
じ
る
情

報
格
差
の
解
消
を
目

指
し
、
一
連
の
講
座

を
開
講
し
て
い
ま

す
。
10
月
11
日
に
は
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
、
10
月
24

日
に
は
市
役
所
角
館
庁
舎
で
、
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
実
際
に
操
作
し
な
が
ら
基
本
操
作
の
習
得
を
目
指
す
、
初

心
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
操
作
の
説
明
な
ど

に
加
え
て
、
仙
北
市LIN

E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
の
紹
介
も

行
い
ま
し
た
。
講
師
と
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
フ
ォ
ロ
ー
の

も
と
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
う
ま
く
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
、積
極
的
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

仙
北
警
察
署
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

狙
っ
た
特
殊
詐
欺
の
事
例
と
そ
の
対
策
の
お
話
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
な
お
、講
座
は
11
月
も
開
催
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、9
ペ
ー

ジ
の
受
講
者
募
集
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教わりながら、お手持ちのスマートフォンを操作する参加者。

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝

ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
！

由
利
本
荘
大
会

　
今
年
で
10
回
目
と
な
る
市
町
村
の
代

表
選
手
に
よ
る
駅
伝
大
会
、「
秋
田
25

市
町
村
対
抗
駅
伝
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ

ン
！
」
が
、
10
月
1
日
に
由
利
本
荘
市

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
メ
イ
ン
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

チームメンバー　
■監督　松本成年
■コーチ　草彅宏之　三浦洋平　村上龍弘　毛利俊介　山口晃正
■候補選手　小学生男子▶ 髙階颯貴 千葉迅翔　小学生女子▶ 齋藤

和 山本怜奈　中学生男子▶ 鈴木優雅 戸澤伊吹　中学生女子▶ 津
嶋このみ 渡辺蓮音　高校生以上男子▶ 佐藤晴規 仙波温大　高校
生以上女子▶ 髙橋心優 藤原莉暖　一般男子▶ 青山澪 大沼侃　壮
年▶ 千葉雄司　　　　　　　　　　　  ※役職・区分ごとに 50音順

　
仙
北
市
選
抜
チ
ー
ム
は
、
総
合
21
位

（
出
場
28
チ
ー
ム
）、
市
の
部
門
で
第
15

位
（
1
時
間
29
分
20
秒
）
の
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
仙
北
市
は
、フ
リ
マ
ア
プ
リ「
メ
ル
カ
リ
」

を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組
み
第
二
弾
と

し
て
、
10
月
6
日
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
粗
大
ご
み
を
仙
北
市「
メ

ル
カ
リShops

」
で
販
売
す
る
取
り
組
み

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
同
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
販
売
開

始
に
あ
た
っ
て
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

株
式
会
社
メ
ル
カ
リ
の
高
橋
経
営
戦
略
室

政
策
企
画
参
事
と
赤
上
副
市
長
が
出
席
し

計
15
点
の
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
東
北
の
自
治
体
で

は
初
と
な
り
、
全
国
で
は
8
例
目
の
取
り

組
み
と
な
り
ま
す
。
今
後
もSD

G
s

未
来

都
市
と
し
て
、
循
環
型
社
会
の
実
現
の
た

め
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

粗
大
ご
み
販
売
開
始
式

メ
ル
カ
リShops

( 株 ) メルカリの高橋参事（左）と赤上副市長。

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
こ
の
た
び
、
あ
い
お
い
ニ
ッ

セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社 

M
S & AD

ゆ
に
ぞ
ん
ス
マ
イ

ル
ク
ラ
ブ
よ
り
、
仙
北
市
の

交
通
安
全
推
進
事
業
に
対
し

て
寄
附
金
を
い
た
だ
き
、
9

月
28
日
、
同
社
の
阪
口
達
彦

秋
田
支
店
長
か
ら
田
口
市
長

に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

阪
口
秋
田
支
店
長
は
「
交

通
安
全
の
推
進
の
た
め
に
有

効
に
使
っ
て
欲
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
同
社
と
仙
北
市
は
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と

で
目
指
す
べ
き
地
方
創
生
に

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
地
方
創
生
に
関
す
る
連
携

協
定
を
令
和
２
年
11
月
13
日

に
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
当
連
携
協
定
に
基
づ
き
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
視
聴
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
や
、
安
全
運
転
推
進
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、
避
難
所
設
営
・

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
㈱
か
ら

交
通
安
全
推
進
事
業
に
対
し
て

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

運
営
診
断
サ
ー
ビ
ス
チ
ェ
ッ

ク
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
ア
プ
リ
を

活
用
し
た
市
役
所
敷
地
内
で

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
営
業
の
実

施
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
機

能
付
き
運
転
適
性
診
断
機
器

の
市
へ
の
貸
し
出
し
な
ど
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
10
月
に
は
仙
北
市
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
選
手
権
も
共
同

開
催
し
、
市
民
の
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
や
安
全
運
転
に
対
す
る
意

識
の
醸
成
に
貢
献
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
10
月
12
日
、
市
役
所
角
館
庁
舎
で

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
目
録
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
贈
呈
式
で
は
、
仙
北
市
が

取
り
組
ん
で
い
る
「
産
業
振
興
に
よ

る
仕
事
づ
く
り
事
業
」
に
対
し
、
株

式
会
社
ア
ル
フ
ァ
シ
ス
テ
ム
（
秋
田

市
）
よ
り
ご
寄
附
い
た
だ
き
、
同
社

の
佐
藤
嘉
晃
代
表
取
締
役
か
ら
田
口

市
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
代
表
取
締
役
は
「
仙
北
市
が

取
り
組
む
事
業
の
発
展
に
貢
献
で
き

れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

㈱
ア
ル
フ
ァ
シ
ス
テ
ム
か
ら

企
業
版ふる

さ
と
納
税

　神代小学校の児童クラブを利用する児童 38 人が、秋
休み中の 10 月 10 日、農事組合法人中仙さくらファー
ムで、シャインマスカットの摘み取りを体験しました。
　これは、農業体験を通じて楽しみながら食育を学び、
子どもたちの体力低下を防ぐことを目的として、児童ク
ラブと仙北市スポーツ協会の共催で行われました。
　当日は、作付けしてから収穫できるまでの説明や水の
管理、旬の時期、摘み取りの仕方などの説明を聞いて、
児童が実際にシャインマスカットの摘み取りを体験し、

「貴重な体験ができて楽しかった」と話しました。

シャインマスカット
摘み取り体験

　10 月 21 日、市役所角館庁舎で秋のコンサートが開催
されました。柔らかな雨のなか、会場は柴田周子さんが演
奏するギターと、萩田ヒサ子さんが演奏するマンドリンの
優しくきらびやかな音色に包まれました。
　世界旅行をイメージした多彩な曲目は、時に軽快に、時
に愁いをたたえ、飽きることなく観客を魅了します。アン
コールの「オーバーザレインボー」で締めくくられると、
約 50 人の観客から大きな拍手が響きわたりました。

秋のコンサート

訂正とお詫び
広報せんぼく 10 月号 21 ページで紹介した出演者の一部に 
誤りがありました。次のとおり訂正してお詫びいたします。
誤 萩野ヒサ子（マンドリン）　正 萩田ヒサ子（マンドリン）

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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